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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 6陣の記録 

日本文化交流 対象国：インドネシア 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、インドネシアより若手

の地方自治体関係者（社会人）6名が 2018 年 10 月 9 日～10 月 16 日の日程で来日し、

「日本文化交流」をテーマとしたプログラムに参加しました。 

 一行は、東京都、埼玉県、山形県、宮城県を訪問し、日本文化の視察、政府関係

者、地方自治体などとの関係者と、活発に意見交換及び交流を行い、日本についての

理解を深めました。また、成果報告会では、帰国後、各々の職務に訪日中の関心事項

や体験について活かしたいと、アクション・プラン（活動計画）を表明しました。 

 

【参加国・人数】インドネシア 6名 

 

【訪問地】東京都、埼玉県、山形県、宮城県 

 

２．日程   

10 月 9 日（火） 来日、【オリエンテーション】、【視察】お台場 

10 月 10 日（水）【視察】皇居、浅草、 

【表敬訪問】外務省外務副大臣 佐藤 正久氏、観光庁、 

【関係者との交流会】外務省 

10 月 11 日（木）【視察】NEC イノベーションワールド 

東京都から山形県へ移動 

        【表敬訪問】山形県、【関係者との交流会】山形県 

10 月 12 日（金）【テーマ関連の視察】山形県農業総合研究センター、山形県郷土館文 

翔館、山形県産業科学館、【関係者との交流会】山形パプア友好協会 

10 月 13 日（土）【視察】宮城県蔵王町、御釜（火口湖）、 

山形県・宮城県から東京都へ移動 

10 月 14 日（日）【視察】東京都庁展望室、池袋防災館、【ワークショップ】 

10 月 15 日（月）【視察】筑波大学附属坂戸高等学校、 

【表敬訪問】厚生労働省厚生労働副大臣 大口 善德氏、 

【成果報告会】 

10 月 16 日（火）帰国 
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３．プログラム記録写真  

【都内及び都内近郊プログラム】 

  

10 月 10 日【視察】浅草 10 月 10 日【関係者との交流会】観光庁 

  
10 月 11 日【視察】NEC イノベーションワ

ールド 
10 月 11 日【地方自治体訪問】山形県庁 

 
 

10 月 12 日【テーマ関連の視察】山形県農

業総合研究センター 

10 月 12 日【関係者との交流会】山形パプ

ア友好協会 
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10 月 12 日【視察】宮城県蔵王町、御釜（火

口湖） 
10 月 14 日【視察】池袋防災館 

  

10月 15日【筑波大学附属坂戸高等学校】 

10月 15日【表敬訪問】厚生労働省 
厚生労働副大臣 大口 善德 氏 
https://www.mhlw.go.jp/photo/2018/10/ph1
015-2.html 

 
４．参加者の感想（抜粋） 

◆ インドネシア地方自治体職員 

佐藤正久外務副大臣や吉村美栄子山形県知事が日本とパプア州、特に今回来日した 4県

との協力関係について説明してくださったことが印象深かったです。また、日本食のお

いしさ、日本の文化、日本人の性格や、気さくさが印象に残りました。 

◆ インドネシア地方自治体職員 

今回の訪問で印象に残ったことは多々ありますが、特に 1．日本人は、施設訪問などで

は説明の際に、簡潔にポイントを絞って話すこと、2．インドネシアの地震の被災者に

対するお見舞いの言葉が必ずあり、心遣いがある人たちであること、3．すべての活動

が効率良く・効果的に進んだこと、4．日本で接したすべての人々が親切で気さくであ

ったこと、5．どこもかしこもとても清潔であったこと、6．健康的な食事であったこと

が、とても印象に残りました。 

◆ インドネシア地方自治体職員 

日本の企業や施設、また地方自治体を訪問して、日本人の文化や礼儀正しさ、生活が豊

かであること、日本は経済、教育、技術が発展していると感じました。 
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５．参加者の対外発信 

 

  

情報通信技術（ICT）や人工知能（AI）な

ど先端技術を紹介する NEC Innovation 

World. NEC は顔認証や行動検知を含む

ICTシステムを提供している会社を訪問

しました。ジャカルタ・アジア大会のセ

キュリティシステムにも貢献している

この会社には、インドネシア人が働いて

いて、驚きました。 

筑波大学附属坂戸高等学校で稲の収穫を

視察しました。とても素晴らしい授業だと

思いました。こういった素晴らしい高校が

インドネシアにもあるといいと思います。 

 

６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

【ジャヤプラ県】 

1. 日本ージャヤプラ観光プログラムを促

進します。 

2. 日本の技術による総合農業システムを

普及します。 

【サルミ県】 

日本の遺物を守る地域住民に対する日本文

化を普及します。 

【ビアク・ヌムフォル県】 

日本の防災システムを普及します。 

【スピオリ県】 

先進的な日本を紹介します。 

 


